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担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

令和６年度　公の施設目標管理型評価書【旧小澤家住宅】

新潟市文化財旧小澤家住宅

(公財)新潟市芸術文化振興財団 指定期間 令和3年4月1日 令和8年3月31日

歴史文化課

新潟市中央区上大川前通12番町2733番地

文化財保護法

新潟市文化財旧小澤家住宅条例

施設概要

敷地面積　1,626.44㎡
施　　設　木造2階建て　延床面積867.03㎡
　　　　　　離れ座敷、道具蔵、次ノ間、寝間、藤ノ間、座敷、仏間、茶ノ間、
　　　　　　百合ノ間、情報案内所、2階座敷、庭園他

施 設 設 置 目 的

　旧小澤家住宅を活用し、みなとまちとして発展してきた本市の歴史、生活文化、観光資源等に関する情報を広く提供すると
ともに、それらを通じて市民相互の交流を推進し、市民文化の向上及び地域の活性化に寄与することを目的として設置する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 、 方 針 等

１．基本理念
　「新潟市文化財旧小澤家住宅条例」に基づき、「みなとまちとしての本市の歴史、生活文化、観光資源等に関する情報の提
供等を行うことにより、みなとまち新潟に対する市民の理解を深め、市民相互の交流を推進し、もって市民文化の向上及び地
域の活性化に寄与する」という旧小澤家住宅の設置目的を達成するための各種事業を行う。
　施設の運営にあたっては、「新潟市歴史博物館・旧新潟税関庁舎等及び新潟市文化財旧小澤家住宅の指定管理に関する基本
協定」「新潟市歴史博物館・旧新潟税関庁舎等及び新潟市文化財旧小澤家住宅の指定管理に関する年度協定」に従い、かつ各
関連法規を遵守し、施設運営を通じて、新潟市の歴史文化施策の実現に努める。

２．活動方針
①みなとまち新潟の歴史並びに生活文化を紹介する。
②市民の歴史・文化に対する理解、親しみ、郷土への愛着を深める。
③歴史・文化を媒体とした市民交流を行う。
④文化財を保存・活用する。
⑤新潟市の伝統工芸品の魅力紹介と販売促進に寄与する。
⑥観光施設としての役割を担う。
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評価項目 評価指標 実績
評価

コメント

市 民

年間入館者数 年間入館者数15,000人以上

あと少しであった
が、年間入館者数
が指標に届かな
かった。

調査・研究の成果

体験プログラムを年6回以上実施
指標を大きく上回
る回数を実施し
た。

学校との連携
小中学校の団体を年2回以上受け
入れる

企画展を年4本以上実施
指標の倍以上の
様々な企画展を実
施した。

歴史に関する講座等を年5回以上
実施

指標を上回る回数
を実施した。

歴史文化事業の情報
発信

ホームページを月1回以上、ツ
イッターを週2回以上更新し、情
報発信を行う

ホームページは企画展、イベントごとに更
新した。X（旧ツイッター）は148回更新
（週約2.8回）。また、Instagramの運営も
行っている。

積極的な情報発信
を行った。

来館者アンケート満
足度

来館者に対するアンケートで、
「大変良かった」「まあ良かっ
た」が70％以上

「とても良かった」「良かった」94％
指標を大きく上回
る高評価だった。

市民からの問合せに
対する対応

質問・問合せには速やかに対応
質問・問い合わせには即対応した。
落とし物・忘れ物の対応も迅速に行った。

苦情・要望に対する
対応

苦情・要望に対して、3営業日以
内に回答

大きな苦情・要望は特になかった。
細かな要望には即対応した。

ボランティア事業
ボランティア会員の活動日数を年
100日以上実施

活動日数75日。そのほか、ボランティア定
例会および研修会を開催した。

活動日数が指標に
届かなかった。

財 務

管理経費の縮減
管理経費を指定管理料年度協定額
（管理費）以下

協定額：35,955,998円
管理費：35,437,599円

市の歳入確保
歴史文化事業費の執行額に占める
観覧料等収入の割合70％以上

文化事業費：1,264,642円
観覧料等市収入：2,332,572円
（184.4％）

14,872人（99％達成）

「新潟歴史玉手箱」展、「端午の節句飾
り」展、「民藝」展、「みんなの問題・海
のごみ」展、桜井進一氏写真展「ふるさと
新潟海岸－我は海の子－」、新潟郵趣会展
「オリンピックイヤーによせて―時代と共
に生きる切手の世界」、「新潟仏壇工芸」
展、小澤家の品々「明治期東京土産写真」
展、「羽子板」展、「ひな人形とからくり
人形」展（10本）

講演会「街角の銅像・記念碑を楽しむ」、
旧小澤家住宅周辺の歴史的町並みを考える
会設立10周年記念講演会「歴史的町並みの
未来と活用について考える　まちやど×し
もまち」、「古文書講座」2回、「庭園講習
会」、冬囲い作業の公開、ボランティア研
修（7回）

ふろしきファッションショー「フロコ
レ」、ふろしき講座、立川志の彦「落語口
演会」、「新潟仏壇工芸」展ワークショッ
プ（7回）、「本気のクリスマスリース」、
「稲穂で作る正月飾り」、フラワーアレン
ジメント「ワンディレッスン」、「箏と尺
八の演奏会」、「ひな人形づくり」（15
回）

関屋中学校、木崎中学校、曽野木中学校、
日和山小学校、寄居中学校、新津第二中学
校、下山中学校（見学7件）、柳都中学校職
場体験、日和山小学校職場体験（職場体験2
件）
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　　評価基準

　　　　A　要求水準（＝評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている。

　　　　B　要求水準（＝評価指標）が達成されている。

　　　　C　要求水準（＝評価指標）が達成されていない。

業 務

他施設との連携
他施設等との連携事業を年5回以
上実施

新潟ハイカラ文庫、一般社団法人ＪＥＡ
Ｎ、新潟仏壇組合、池坊、新潟郵趣会、旧
小澤家住宅周辺の歴史的町並みを考える
会、新潟大学工学部建築学科、大嶋屋呉服
店、長生園、新潟アグリクラフト、アトリ
エｔａｚｙｍａｚｙ、花や木下、旬果甘味
処ルコト、Ｂａｒｂｏｏｋｂｏｘ、柿の木
珈琲店、さわさわ＆ｃｏ、こはく会（17
件）

日常連絡の適切さ
3か月毎の管理業状況報告の期限
内提出

それぞれ7月20日、10月20日、1月20日、翌
年度4月20日までに提出した。

安全確保体制の確立
防火管理者の選任及び防災訓練を
年2回以上実施

防火管理者による消防訓練を1回、防災訓練
を1回実施し、館内の消火設備の再点検を
行った。

文化財の適正な管理
条例、規則、協定等に基づく適正
な管理の実施

文化財の適正な管理に努めた。

歴史資料の適正な管
理

施設内での虫干し等を年1回以上
実施

応接セットや節句飾りなど、展示を兼ねて
収蔵物の虫干しを行った。

施設の管理に係る関
係法令の遵守

コンプライアンス研修の年1回実
施

オンラインによる研修1回

施設設備関係の各種法定点検の確
実実施

防災設備を2回点検した。

地震等、緊急時の連絡体制について改めて
確認を行った。
職員・再委託業者の連絡網を作成し、閉館
時の有事に備えて近隣の住民にも職員の連
絡先を周知している。

業務仕様書等に定め
る事項の遵守

その他業務仕様書等に定める事項
の遵守

協定等に基づき、適正な管理運営を行っ
た。

人 材

職員研修の実施
専門員及び事務職員に対する研修
を年2回以上実施

ハラスメント研修、コンプライアンス研
修、停電時レジ対応訓練（3回）

接遇マナーの維持・
向上

配置人員条件の充足 学芸員有資格者を1人以上配置 1人配置

事件・事故発生時の
対応の適切さ

連絡体制の確立

　入館者目標にあと一歩届かなかったが、企画展や講座、体験プログラムを多く開催したり、多くの施設や団体との連携や情報発信を積極的
に行うなどして、入館者数を増やす取り組みを行った。
　建物や庭の日々の手入れも丁寧に行っており、文化財を適切に管理するとともに、来館者が気持ちよく観覧できる環境を整えている。
　結婚式や成人式の前撮りなどの写真撮影会場としての貸室利用が定着してきており、和装ロケーションの代表的な撮影場所となっているこ
とが伺える。今後も、さらなる貸室の使用率の向上を期待する。
　アンケート結果の高さから、旧小澤家住宅を訪れた入館者の満足度の高さが伺える。今後も、リピーターの確保や新しい層を集客するた
め、魅力的な企画や体験プログラムの実施、情報発信に取り組み、新潟市域の歴史・文化の魅力を多くの人に広めてほしい。

接遇研修を年1回以上実施 接遇研修を1回実施

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

　新潟市域の歴史・文化の魅力を市内外に広めることを目標に、多くの施設や団体と連携を行いながら企画展やイベントなどを多数実施し
た。市民の学びの機会として、古文書講座や庭園講座なども開催した。
　みなとまち新潟の町家の生活を感じられる施設として積極的な活用を行いつつ、新潟市の貴重な文化財を管理しているという意識を常に
もって、床磨きや除草など日々の手入れを欠かさず、建物を良い状態で後世に残すことを心掛けている。外壁の塗り直しも少しずつ実施して
いる。
　市民を飽きさせず何度でも足を運んでもらうため、また、新しい層の来館者を獲得するために、「食べる」「買う」など興味を引きやすい
体験を絡めたさまざまなイベントも実施しており、新潟の物産の紹介もしている。
　写真に映える施設としての知名度も上がり、結婚式や成人式の前撮り、写真撮影会の会場、イベント会場としての貸室利用も定着してき
た。
　庭園管理の面では、寄贈前から当庭園の管理に携わっている委託業者と意見交換をはかりながら、きめ細かい管理運営を行っている。
　新潟下町に根差した施設としてライトアップなど地域のイベントにも積極的に協力し、連携を図っている。市民団体「旧小澤家住宅周辺の
歴史的町並みを考える会」の賛助会員でもある。

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）


